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第4回定例会

　
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
８
日
に
開
会

し
、
「
平
成
27
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）」
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
20
件
、
議
員

提
出
議
案
３
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
に
付
さ
れ
て
い
た
決
算
関
係
議
案
３
件
に
つ

い
て
も
、
認
定
及
び
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
12
月

18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

27
年
度
補
正
予
算

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

（
議
決
結
果
）
反
対
討
論
の
後
、

　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

（
民
生
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

防
犯
カ
メ
ラ
を
維
持
管
理
経
費
を

含
め
た
リ
ー
ス
方
式
に
切
り
か
え

�問�　
市
が
設
置
主
体
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
は
。

答�　
21
年
度
に
府
の
街
頭
犯
罪
多
発
地

域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
を
活
用

し
、
左
表
の
と
お
り
計
７
カ
所
に
42

台
を
設
置
し
た
。

台数

６台

８台

４台

６台

６台

６台

６台

42台

設置場所

古川橋駅西

古川橋駅東

門真市駅北

大和田駅西

萱島駅西　

保健福祉センター

南部市民センター

計

自
転
車
駐
車
場

�問　

防
犯
カ
メ
ラ
更
新
の
内
容
は
。

答�　
市
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
か

ら
６
年
が
経
過
し
、
更
新
時
期
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
定
期
点
検
や
速
や

か
な
修
繕
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
維

持
管
理
経
費
を
含
め
た
リ
ー
ス
方
式

を
取
り
入
れ
、
効
果
的
に
運
用
す
る

も
の
で
あ
る
。

�問�　
自
治
会
が
設
置
主
体
の
防
犯
カ

メ
ラ
へ
の
今
後
の
考
え
方
は
。

答�　
防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持
管
理
は
、
定

期
点
検
や
修
繕
に
係
る
経
費
等
の
負

担
が
大
き
く
、
自
治
会
で
自
主
的
、

持
続
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
効

率
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
維
持
管
理
し

て
も
ら
う
た
め
、
今
後
、
自
治
会
が

防
犯
カ
メ
ラ
の
新
規
設
置
や
更
新
す

る
際
に
は
、
従
来
の
機
器
購
入
設
置

か
ら
、
維
持
管
理
経
費
を
含
め
た
リ

ー
ス
に
よ
る
設
置
等
に
対
し
て
補
助

で
き
る
よ
う
制
度
拡
充
を
図
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
補
正
予
算
の
概
要

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
26
年
度
の
実
績　

な
ど

（
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

中
学
校
等
に
電
子
黒
板
と

書
画
カ
メ
ラ
を
整
備

�問　

整
備
の
内
訳
は
。

答�　
中
学
校
で
は
電
子
黒
板
と
書
画
カ

メ
ラ
が
不
足
し
て
お
り
、
教
職
員
か

ら
は
常
々
そ
の
整
備
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
た
た
め
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
同
機
器
を
特
別
教
室
用

と
し
て
各
中
学
校
に
２
セ
ッ
ト
、
教

員
研
修
用
と
し
て
教
育
セ
ン
タ
ー
に

１
セ
ッ
ト
の
合
計
13
セ
ッ
ト
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
の

状
況　
な
ど

も　く　じ
○議案審議等の概要　��������� １～３ページ

・一般会計補正予算

・�公民館等の指定管理者の指定、市税条例の改正、マイナ

ンバーの利用及び提供に関する条例の制定、人事案件

・決議、意見書など

○一般質問　������������� ４～７ページ

○議決結果、議会活動日誌　�������� ８ページ

防
犯
カ
メ
ラ
更
新
・
電
子
黒
板
等
整
備

補
正
予
算
な
ど
24
議
案
を
可
決

◇書画カメラとは？

　 ノートや実験の様子等を撮影し、画面上

に映し出すためのカメラ

◇電子黒板とは？

　映像教材を映し出し、

　書き込みや拡大表示等が

　できる液晶タッチディスプレー

市内に設置されている防犯カメラ

書画カメラを使った授業の様子



議 会 だ よ り 平成28年 2月 1日　（2）

公
民
館
な
ど

指
定
管
理
者
を
決
定

　
公
の
施
設
（
下
表
の
と
お
り
）
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
２
議
案
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
議
決
結
果
）
下
表
の
と
お
り
可
決

（
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

�問�　
門
真
市
立
公
民
館
、
門
真
市
立

文
化
会
館
、
門
真
市
立
門
真
市
民

プ
ラ
ザ
の
３
施
設
を
一
括
管
理
す

る
理
由
は
。

答�　
生
涯
学
習
施
設
間
の
効
果
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
は
、
生
涯
学

習
推
進
基
本
計
画
に
掲
げ
る
基
本
施

策
で
あ
り
、
一
括
管
理
す
る
こ
と
で
、

事
業
や
事
業
を
通
じ
た
人
の
連
携
や
、

管
理
運
営
に
関
す
る
工
夫
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

�問�　
３
施
設
の
指
定
管
理
者
と
な
る

ア
ク
テ
ィ
オ
株
式
会
社
の
概
要
は
。

答�　
主
に
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
の
運
営
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
会
社
で
、
こ
れ
ま
で

に
全
国
で
１
２
０
に
及
ぶ
公
の
施
設

の
指
定
管
理
の
実
績
が
あ
る
。
ほ
か

に
業
務
委
託
と
し
て
、
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
展
望
台
や
海
遊
館
、
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
展
望
台
等
の
管
理
運
営
も

行
っ
て
い
る
。

�問�　
現
在
の
３
施
設
に
勤
務
す
る
職

員
の
継
続
雇
用
へ
の
市
の
対
応
は
。

答�　
指
定
管
理
者
の
募
集
要
項
で
、

「
雇
用
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、

職
員
等
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
既
存

の
職
員
の
継
続
雇
用
に
で
き
る
限
り

配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
明
記
し
、

継
続
雇
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
求
め
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
が
提
案
し

た
３
施
設
の
連
携
に
向
け
た
内
容

・
指
定
管
理
者
の
選
定
理
由　
な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
事
務
で
利
用
開
始

　
門
真
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
個

人
番
号
の
利
用
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
す
。

（
議
決
結
果
）
反
対
討
論
の
後
、

　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

�問�　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用
事

務
（
下
表
参
照
）
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答�　
同
事
務
は
、
市
の
条
例
で
定
め
、

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
対
し
、

情
報
連
携
に
必
要
な
所
定
の
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
間
の
情
報
連
携
が
可
能
と
な
る
。

　

�　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
長
部
局
の

内
部
組
織
間
や
、
市
長
部
局
と
教
育

委
員
会
と
の
間
で
の
情
報
の
や
り
と

り
に
加
え
、
他
の
地
方
公
共
団
体
か

ら
所
得
情
報
な
ど
行
政
手
続
き
に
必

要
な
情
報
が
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
て
取
得
で
き
る
こ
と
か
ら
、

申
請
を
行
う
市
民
の
所
得
証
明
な
ど

の
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
、
行
政
手
続
き
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
主
な
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
。

�問�　
事
務
の
北
河
内
各
市
の
選
定
状

況
と
本
市
の
今
後
の
拡
充
方
針
は
。

答�　
北
河
内
各
市
の
選
定
状
況
は
、
本

市
と
同
様
に
、
医
療
費
助
成
や
就
学

援
助
の
事
務
な
ど
を
中
心
に
同
事
務

を
選
定
し
て
い
る
。

　

�　
ま
た
、
本
市
の
同
事
務
は
、
特
定

個
人
情
報
保
護
委
員
会
か
ら
通
知
さ

れ
た
事
例
に
基
づ
き
選
定
し
て
い
る

が
、
今
後
事
例
が
拡
充
さ
れ
て
い
く

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
内
容
に
応
じ
て
拡
充
を
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
条
例
で
定
め
る
15
事
務
の
選
定
理
由

な
ど

市
税
の
猶
予
制
度

�

見
直
し
へ

　
門
真
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
市
税
の
徴
収

猶
予
及
び
換
価
の
猶
予
に
係
る
分
割
納

付
の
方
法
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
市
税
に
係
る
申

請
書
等
の
記
載
事
項
に
個
人
番
号
ま
た

は
法
人
番
号
を
追
加
す
る
等
の
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
議
決
結
果
）
反
対
討
論
の
後
、

　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

�問�　
市
税
の
猶
予
制
度
を
見
直
す
目

的
は
。

答�　
同
制
度
は
、
26
年
度
税
制
改
正
に

お
け
る
国
税
の
猶
予
制
度
の
見
直
し

に
伴
い
、
地
方
税
も
猶
予
制
度
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
規
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
納
税
者

の
負
担
軽
減
を
図
り
、
早
期
か
つ
適

切
な
納
税
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と

で
あ
り
、
納
税
者
の
申
請
に
基
づ
き
、

換
価
の
猶
予
を
可
能
と
す
る
な
ど
の

見
直
し
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
減
免
申
請
等
の
際
の
個
人
番
号
記
載

の
必
要
性　
な
ど

人
事
案
件
に
同
意

副
市
長
の
選
任

　
門
真
市
野
里
町
９
番
25
号

　

川か
わ　

本も
と　

雅ま
さ　

弘ひ
ろ

　
本
件
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
提
案
さ

れ
た
も
の
で
、
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

※　

委
員
会
審
査
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
委
員
会
審
査
報
告

書
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

指定管理者制度が初めて導入される文化会館・公民館

マイナンバーが必要な主な手続き（下記以外の手続きでもマイナンバーが必要な場合あり）

寄附金税額控除に係る申告特例申請

市税に関する各種申請・申告など

固定資産税（償却資産）の申告

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の
申請

障害者総合支援法に基づく支援、児童
福祉法に基づく障がい児通所支援に関
する各種申請

特別障がい者手当などの給付に関する
各種申請

身体障害者福祉法、精神保健及び精神
障害者福祉に関する法律などに基づく
支援に関する各種申請

国民健康保険・後期高齢者医療保険の
高額療養費等各種給付の申請・資格取
得など各種届出

児童手当・児童扶養手当・特別児童扶
養手当・未熟児養育医療給付に関する
各種申請

保育所などの利用に関する申請

門真市民プラザ

市民公益活動支援センター
文化会館 公民館

指定管理者制度とは

平成15年の地方自治法改正

により、文化・スポーツ施

設等の公の施設の管理に民

間の能力を活用し、住民

サービスの向上や経費の節

減などを図る目的で導入さ

れた制度。

施設別指定管理者一覧表
議案番号 施設名 指定管理者 指定期間 議決結果

議　案
第79号

門真市立市民公益
活動支援センター

みんなのかど
ま協議会

平成28年4月1日
～

平成31年3月31日
全員異議
なく可決

議　案
第80号

門真市立公民館
（初導入）

アクティオ
株式会社

平成28年4月1日
～

平成33年3月31日

反対・賛
成の討論
の後、賛
成多数で
可決

門真市立文化会館
（初導入）

門真市立門真市民
プラザ



議 会 だ よ り（3）　平成28年 2月 1日

２
０
２
５
年
問
題
へ
の

市
の
体
制
構
築
を
求
め
る

決
議
を
可
決

　
12
月
15
日
に
開
か
れ
た
民
生
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
２
０
２
５
年
問
題
に

対
し
て
門
真
市
と
し
て
万
全
の
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
（
左
記

の
と
お
り
）
を
委
員
会
提
出
議
案
と
し

て
、
12
月
18
日
の
本
会
議
に
提
出
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
件
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
賛
成

討
論
の
後
、
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

選
挙
管
理
委
員
及
び

同
補
充
員
を
決
定

　
28
年
１
月
25
日
を
も
っ
て
任
期
が
満

了
す
る
門
真
市
選
挙
管
理
委
員
及
び
同

補
充
員
の
選
挙
（
指
名
推
選
）
を
行
い
、

左
表
の
と
お
り
当
選
人
を
決
定
し
ま
し

た
。

2025年問題に対して門真市として�
万全の体制を構築することを求める決議

　周知のように、団塊の世代が75歳以上の後期高齢期に入っていく「2025年問題」まで、あ
と10年となっている。
　この問題は2025年において集中化する一過性の事象ではなく、2025年を出発点としてその
後の高齢者人口の急増とそれに伴う社会保障費の激増が日本社会に対して甚大な影響を及ぼ
す継続的な問題群である。
　特に、厚生労働省の資料によると、65歳以上の高齢者人口のピークは2042年の3878万人と
推計されており、かつ75歳以上の後期高齢者割合は2055年に25％を超える水準となることが
予測されている。日本の総人口が2008年をピークとして減少局面に転じていることを考え合
わせるならば、人類史において日本全体が未曾有の事態に進んでいることは客観的に明白で
ある。
　この問題は日本全体の問題であることはもちろんであるが、当然に門真市においても例外
ではない。よって、本市の有するさまざまな人材や社会的物理的資源などの地域的特性も考
慮に入れた高齢者が快適かつ安心して生活できる環境整備は、「住民の福祉の増進」を使命
とする地方公共団体の責務である。
　以上のことを踏まえ、本市において、国の示す「地域包括ケアシステム」の十全な構築に
とどまらず、民生常任委員会において指摘された諸課題についても検証を行い、超・超高齢
社会を見据えた本市の体制を早期かつ万全に構築するよう強く求める。
　以上、決議する。

決議とは？
　政治的効果を期待して、あるいは

議会の意思を対外的に表

明するなどの理由で行わ

れる議決のことです。

門真市選挙管理委員当選人

住　　所 氏　　名

門真市大池町28番26号 石
いし
橋
ばし
　章
しょう
一
いち

門真市元町16番２号 寺
てら
前
まえ
　　章

あきら

門真市大字薭島440番地 寺
てら
南
みなみ
　晴

はる
夫
お

門真市堂山町22番８号 鳥
とり
谷
たに
　信

のぶ
夫
お

（氏名は五十音順）

門真市選挙管理委員補充員当選人

順位 住　　所 氏　　名

１ 門真市打越町16番17号 平
ひら
岡
おか
久
く
美
み
子
こ

２ 門真市末広町36番13-302号 林
はやし
　芙

ふ
美
み
子
こ

３ 門真市新橋町12番９号 河
こう
野
の
登
と
美
み
子
こ

４ 門真市下馬伏町10番６号 中
なか
井
い
　悌

てい
治
じ

意見書を可決
　本市議会では、以下の少人数学級の推進に関する意見書のほか、夜間
中学の整備と拡充を求める意見書及びマイナンバー制度の円滑な運営に
係る財源確保等自治体の負担軽減を求める意見書を可決し、直ちに政府
関係機関等に送付して内容の実現を求めました。

少人数学級の推進に関する意見書

　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童・生徒数や教員
１人当たりの児童・生徒数が多くなっている。しかしながら、第７次教
職員定数改善計画の完成後９年もの間、国による改善計画のない状況が
続いている。
　日本語指導などを必要とする子どもたちや障がいのある子どもたちへ
の対応、いじめ・不登校などの課題解決、新しい学習指導要領による授
業時数や指導内容の増加など、一人一人の子どもたちへのきめ細かな対
応や学びの質を高めるための教育環境を実現するためには、教職員定数
改善が不可欠である。
　少なくない自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による
定数措置が行われており、本市においても2014年度から小学校５・６年、
中学校１年で35人学級を独自に実施しているが、国の施策として定数改
善に向けた財源保障をすべきである。
　子どもたちが全国どこに住んでいても一定水準の教育を受けられるこ
とが憲法上の要請である。子どもの学ぶ意欲・主体的な取り組みを引き
出す教育の役割は重要であり、そのための条件整備が不可欠である。
　衆参の文部科学委員会では、財務省が公立小・中学校の教職員の削減
を求めていることに対し、少人数学級の推進等を求める決議「教育現場
の実態に即した教職員定数の充実に関する決議」が本年６月に全会一致
で可決された。
　こうした観点から、政府においては、2016年度予算編成に下記の事項
を実現されるよう強く要望する。 

記
　子どもたちの教育環境改善のために計画的に少人数学級を推進するこ
と。

～平成28年第１回定例会の開催予定～

２ 月29日（月）　午前10時　　　本会議

３月 ９日（水）　午前10時　　　本会議（代表質問）

３月10日（木）　午前10時　　　本会議（代表・一般質問）

３月14日（月）　午前10時　　　総務建設常任委員会

３月15日（火）　午前10時　　　民生常任委員会

３月18日（金）　午前10時　　　文教常任委員会

３月24日（木）　午前10時　　　本会議

※日程は都合により変更となる場合があります。

※会議は誰でも無料で傍聴できます。

〇本会議の傍聴

　・受　付：開催予定時刻の30分前から、市役所本館１階の

　　　　　　議場前で行っています。

　・定　員：一般席32人・車椅子使用者席３人（先着順）

〇委員会の傍聴

　・受　付：開催予定時刻の30分前から、市役所本館４階の

　　　　　　議会事務局で行っています。

　・定　員：10人（先着順）
※�定例会最終日終了後、議場前にて議案書の無償提供（先着10部、

１人１部）を行っていますので、ご希望の方は受付担当者まで、

お申し出ください。

市議会の　　　　　にお越しください傍 聴
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　12月17日、18日の本会議において、15名の議員が市政
に対する質問を行いました。
　主な質問と答弁の要旨を掲載しています。（通告順）

　質問・答弁の詳細な内容については、市議会ホームページ（http://www.
city.kadoma.osaka.jp/shigikai/）内の会議録検索及び各議員のホームページ
をごらんください。
※　第４回定例会（27年12月）の会議録は３月初旬に掲載する予定です。

　市議会ホームページでは、本会議録画中
継を閲覧できます。

門真市議会 インターネット中継 検索

第
二
京
阪
道
路
周
辺
の

下
水
道
整
備
に
つ
い
て

問　

同
道
路
が
開
通
し
て
５
年
経
つ
が
、

沿
線
地
域
に
お
け
る
下
水
道
整
備
の
現

状
と
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　
同
道
路
の
開
通
当
時
で
あ
る
21
年

度
末
の
市
の
処
理
人
口
普
及
率
は
、
79・

１
％
だ
っ
た
が
、
順
次
整
備
を
行
っ
た

結
果
、
26
年
度
末
で
は
86
・
２
％
へ
と

進
捗
し
た
。
今
後
の
整
備
計
画
と
し
て

は
、
同
道
路
周
辺
地
域
を
初
め
、
市
内

全
域
の
未
普
及
地
域
の
解
消
を
市
の
重

点
課
題
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
27
年
度

か
ら
、
よ
り
加
速
的
な
整
備
と
す
べ
く

取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
国
の
交

付
金
を
積
極
的
に
要
望
し
活
用
し
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
早
期
に
公
共
下
水
道

が
概
成
す
る
よ
う
事
業
推
進
に
努
め
る
。

新
地
方
公
会
計
に
つ
い
て

問　

複
式
簿
記
に
よ
る
日
々
仕
訳
や
月

例
で
一
括
仕
訳
を
行
い
、
月
次
試
算
表

を
作
成
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
現
段
階
で
は
、
職
員
へ
の
事
務
負

担
及
び
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用

が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
会
計

導
入
時
に
は
期
末
一
括
仕
訳
に
よ
る
方

法
を
検
討
し
て
い
る
。
日
々
仕
訳
と
月

次
試
算
表
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム

改
修
及
び
庁
内
体
制
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問　

通
学
路
の
安
全
確
保
策
は
。

答　
「
門
真
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
合
同
点
検
を
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
は
４
校
で
対
策
を

講
じ
、
効
果
検
証
の
予
定
で
あ
る
。

問　

５
月
に
幸
福
町
で
発
生
し
た
傷

害
・
殺
人
未
遂
事
件
へ
の
対
応
と
一
斉

配
信
メ
ー
ル
な
ど
学
校
へ
の
支
援
は
。

答　
事
件
の
一
報
が
入
り
、
す
ぐ
に
警

察
と
連
携
を
図
り
迅
速
に
対
応
し
た
が
、

保
護
者
へ
の
連
絡
に
時
間
を
要
し
た
た

め
、
学
校
に
置
く
電
話
の
増
設
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
配
信
メ
ー
ル
は
有

効
な
手
段
と
認
識
し
て
お
り
、
学
校
現

場
へ
の
支
援
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　

婚
姻
歴
が
な
い
こ
と
で
寡
婦
（
夫
）

控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
不

利
益
を
受
け
て
い
る
非
婚
の
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
す
る
「
寡
婦
（
夫
）
控
除
の

み
な
し
適
用
」
の
実
施
自
治
体
は
府
内

で
も
９
市
に
広
が
っ
て
い
る
。
新
年
度

に
は
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
全
て
の
子
ど
も
が
親
の
状
況
に
か

か
わ
ら
ず
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
環
境

整
備
は
必
要
で
あ
り
、
府
内
で
は
市
独

自
施
策
と
し
て
、
み
な
し
適
用
を
実
施

す
る
市
が
増
え
つ
つ
あ
る
状
況
は
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
国
へ
の
要
望

を
行
う
と
と
も
に
、
国
及
び
府
内
各
市

の
実
施
状
況
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
検

討
す
る
。

ト
ポ
ス
跡
地
問
題
に
つ
い
て

問　

有
識
者
等
で
構
成
さ
れ
る
門
真
市

幸
福
町
・
中
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

策
定
会
議
に
提
出
さ
れ
た
資
料
の
策
定

過
程
が
全
く
不
透
明
で
、
誰
が
決
裁
し

た
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
文
書
不
存
在
と

い
う
の
は
無
責
任
で
あ
り
、
隠
蔽
工
作

で
は
な
い
の
か
。

答　
提
出
資
料
は
、
事
務
局
で
あ
る
担

当
組
織
に
よ
り
作
成
し
、
関
係
部
局
と

の
調
整
後
、
会
議
資
料
と
し
て
提
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
会
議
で
示
し
て
い
る

資
料
及
び
会
議
録
で
策
定
過
程
を
確
認

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
策

定
過
程
が
不
明
で
あ
る
と
は
認
識
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
隠
蔽
す
る
意
図
は
な

く
、
無
責
任
な
対
応
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

ル
ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

問　

進
捗
状
況
と
改
修
工
事
の
時
期
は
。

答　
指
定
管
理
者
と
現
況
調
査
を
行
い
、

舞
台
機
構
等
の
大
規
模
改
修
計
画
に
関

す
る
事
業
計
画
と
あ
わ
せ
て
、
改
修
案

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的

な
改
修
案
と
し
て
は
、
車
椅
子
使
用
者

な
ど
が
大
ホ
ー
ル
を
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
、
地
下
１
階
の
倉
庫
と
し
て
使
用

し
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
段
差

解
消
機
を
設
置
し
、
客
席
や
花
道
を
通

っ
て
舞
台
へ
移
動
で
き
る
案
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
修
工

事
の
時
期
は
、
現
時
点
で
未
定
で
あ
る
。

分割質問方式の試行実施について

　議会改革の一環として、今定例会の一般質問
において、選択制による分割質問方式を試行実
施しました。

◆ 　質問議員は、従来の一括質問方式または分
割質問方式のいずれかを選択します。

①　一括質問方式… 議員が質問項目全てを一括
して質問し、答弁を求める
方式

②　分割質問方式… 議員が質問項目ごとに分割
して質問し、答弁を求める
方式

一般質問一般質問

内海　武寿
（公明党）

福田　英彦
（日本共産党）

吉水　丈晴
（緑風クラブ）

議場での一般質問の様子
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公
園
な
ど
へ
の
健
康
遊
具
の

設
置
に
つ
い
て

問　

迫
り
来
る
超
高
齢
化
社
会
で
懸
念

さ
れ
て
い
る
医
療
・
介
護
費
の
増
大
を

考
慮
す
る
と
、
市
民
に
健
康
で
長
生
き

し
て
も
ら
う
こ
と
も
、
行
政
の
重
要
な

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

市
内
の
公
園
に
あ
る
健
康
遊
具
の
質
や

種
類
・
規
模
な
ど
を
見
る
と
、
課
題
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
市
民
の
健
康
維

持
の
た
め
に
も
、
公
園
な
ど
に
健
康
遊

具
の
設
置
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
健
康
増
進
や
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
見
た
市
の
見
解
は
。

答　
公
園
の
新
設
、
あ
る
い
は
施
設
の

老
朽
化
等
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計

画
す
る
際
に
、
そ
の
地
域
の
自
治
会
な

ど
と
健
康
遊
具
の
提
案
を
含
め
て
協
議

し
、
公
園
の
利
用
状
況
の
把
握
や
設
置

ス
ペ
ー
ス
等
を
踏
ま
え
、
可
能
な
限
り

地
域
か
ら
の
要
望
を
考
慮
し
た
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
反
映
し
、
東
田
町
の
桑
才
市
営
住

宅
跡
地
に
整
備
予
定
の
公
園
に
も
健
康

遊
具
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
、

公
園
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
社
会
が
進
行
す
る
中
で
、
市
民
の
健

康
増
進
に
資

す
る
た
め
に

も
、
地
域
の

声
を
聞
き
な

が
ら
健
康
遊

具
の
設
置
に

努
め
る
。

門
真
市
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の
拡
充
に
つ
い
て

問　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
、
個
人
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
個
人
を
取
り
巻
く
環

境
を
も
含
め
た
全
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

へ
と
移
行
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
は
。

答　
高
齢
福
祉
、
障
が
い
福
祉
、
子
育

て
支
援
な
ど
分
野
ご
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
お
り
、
市
と
関
係
機
関
、

地
域
福
祉
団
体
、
事
業
者
等
が
円
滑
に

連
携
し
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
支
援
が

行
え
る
よ
う
制
度
や
社
会
資
源
、
困
難

事
例
等
の
情
報
共
有
及
び
課
題
の
検
討

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
既
存
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
、
相

互
連
携
を
図
り
、
市
域
全
体
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
を
含
む
諸
分
野
と
の
連
携
は
。

答　
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
と
そ
の
支
援
に
必

要
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
連
携
を
制

度
横
断
的
に
推
進
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
発
達
支
援
に
つ
い
て

問　

児
童
専
門
会
議
で
検
討
さ
れ
て
い

る
児
童
一
人
一
人
の
特
性
や
支
援
方
法

な
ど
の
情
報
が
共
有
で
き
る
発
達
記
録

シ
ー
ト
の
運
用
の
可
能
性
は
。

答　
実
効
性
の
あ
る
支
援
方
策
の
一
つ

と
し
て
研
究
し
て
お
り
、
個
人
情
報
保

護
や
情
報
の
取
り
扱
い
に
配
慮
し
つ
つ
、

28
年
度
に
は
試
行
的
運
用
に
着
手
す
る
。

防
犯
灯
の
維
持
管
理
を
自
治
会
か

ら
市
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問　

災
害
時
を
初
め
安
全
・
安
心
な
ど
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
自
治
会
の
果
た
す

役
割
は
と
て
も
大
切
だ
が
、
自
治
会
員

減
少
に
伴
い
、
各
自
治
会
が
財
政
的
に

厳
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
の

市
の
認
識
は
。

答　
各
自
治
会
の
加
入
率
が
減
少
し
て

お
り
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

問　

早
急
に
自
治
会
の
電
気
代
負
担
比

率
を
現
在
の
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１

に
し
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
普
及
率
１

０
０
％
が
完
了
す
る
予
定
の
２
０
２
１

年
に
は
、
電
気
料
金
を
全
額
市
負
担
と

し
、
維
持
管
理
を
市
に
移
管
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

答　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
促
進
を
最
優
先
と
し

て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
市
へ
の
移

管
は
考
え
て
い
な
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問　

淀
川
が
決
壊
し
、
氾
濫
し
た
場
合

の
市
役
所
周
辺
の
浸
水
想
定
及
び
庁
舎

と
避
難
所
の
電
源
設
備
の
想
定
は
。

答　
市
役
所
周
辺
の
浸
水
深
は
、
１
～

２
ｍ
を
想
定
し
て
い
る
。

　
庁
舎
と
避
難
所
の
電
源
設
備
は
、
門

真
は
す
は
な
中
学
校
を
除
き
、
地
上
１

階
の
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
没
時

は
電
力
を
供
給
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
浸
水
対
策
は
、
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　

市
内
の
商
店
街
は
、
以
前
の
に
ぎ

わ
い
や
活
力
を
失
っ
て
い
る
が
、
も
の

づ
く
り
企
業
を
支
援
す
る
中
小
企
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
仮
称
商

店
街
空
き
店
舗
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
、
商
店
街
の
活
性
化
や
商
業
者
の

支
援
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
京
都
府
で
は
、
空
き
店
舗
問
題
や

商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
相
談
対
応

を
実
施
す
る
商
店
街
創
生
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
で

も
数
少
な
い
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
提
案
の
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
地
域
特
性
や
全
国
的
な
動
向
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
そ
の
必
要
性
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

門
真
市
断
酒
会
に
つ
い
て

問　

門
真
市
断
酒
会
で
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
疾
患
概
要
、
回
復
の
プ
ロ

セ
ス
等
に
つ
い
て
の
勉
強
会
等
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
同
会
へ
の
支
援
策
は
。

答　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
が
い
対
策
の

窓
口
で
あ
る
守
口
保
健
所
に
お
い
て
、

断
酒
会
活
動
の
周
知
、
学
習
機
会
の
提

供
、
断
酒
会
活
動
及
び
依
存
症
に
関
す

る
相
談
・
理
解
促
進
等
へ
の
取
り
組
み

を
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
守

口
保
健
所
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
例
会
場
の
提
供
等

に
よ
り
、
支
援
し
て
い
く
。

留
学
生
に
つ
い
て

問　

め
ざ
せ
世
界
へ
は
ば
た
け
事
業
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
が
深
ま
っ

て
い
る
が
、
市
か
ら
の
一
方
通
行
だ
け

で
は
な
く
、
同
国
と
の
交
換
留
学
は
で

き
な
い
か
。

答　
４
回
の
海
外
派
遣
研
修
を
通
じ
て

交
流
は
深
ま
っ
た
が
、
い
ま
だ
交
換
留

学
を
行
え
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
双
方
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め

ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

海
外
留
学
生
を
学
校
で
受
け
入
れ

る
こ
と
へ
の
市
の
考
え
は
。

答　
生
き
た
外
国
語
と
接
す
る
機
会
が

増
え
、
学
習
意
欲
を
刺
激
さ
れ
、
有
意

義
な
授
業
が
実
施
で
き
る
と
考
え
る
が
、

学
校
等
の
受
け
入
れ
態
勢
等
、
課
題
が

多
い
た
め
、
包
括
連
携
大
学
の
協
力
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
研
究
す

る
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　

中
学
校
の
部
活
動
の
顧
問
が
い
な

く
な
っ
た
場
合
、
ク
ラ
ブ
が
廃
部
に
な

る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
対

策
は
。

答　
既
存
の
ク
ラ
ブ
が
廃
部
と
な
り
、

生
徒
の
学
校
生
活
へ
の
意
欲
が
低
下
す

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
現
状

を
把
握
し
、
今
後
、
対
策
を
検
討
す
る
。

問　

外
部
指
導
者
の
活
用
の
考
え
は
。

答　
本
市
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援

し
て
く
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
今
後

も
先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
す
る
。

読
書
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

問　

本
市
で
は
、
市
民
の
読
書
意
欲
を

高
め
る
効
果
を
期
待
し
、読
書
手
帳（
※

１
）
の
運
用
を
28
年
３
月
か
ら
開
始
す

る
が
、
兵
庫
県
西
脇
市
や
富
山
県
立
山

町
の
よ
う
に
、
読
書
通
帳
（
※
２
）
を

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
読
書
手
帳
を
活
用

す
る
中
で
、
今
後
、
導

入
に
向
け
て
調
査
研
究

し
、
検
討
す
る
。

※
１　

本
の
タ
イ
ト
ル
や
利
用
日
な
ど
、
図
書
館
が

打
ち
出
し
た
シ
ー
ル
を
、
利
用
者
が
読
書
記
録
と
し

て
貼
る
手
帳
の
こ
と

※
２　

銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
よ
う
な
専
用
機
器
を
用
い

て
、
読
書
記
録
を
印
字
す
る
通
帳
の
こ
と

問　

読
ん
だ
本
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
書
評
合
戦
で
あ
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

は
、
愛
媛
県
松
山
市
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
本
を
読
む
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、

考
え
る
力
の
向
上
に
大
変
有
効
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
有
効
と
考
え
て
お
り
、
実
施
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
社

会
を
実
現
す
る
に
は
、
妊
娠
か
ら
出
産
、

子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

が
重
要
で
あ
る
。
国
は
26
年
度
、
妊
娠
・

出
産
包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
の
一
つ
と

し
て
産
後
ケ
ア
事
業
を
全
国
29
市
町
村

で
実
施
し
、
27
年
度
は
１
５
０
市
町
村

に
拡
大
し
た
が
、
導
入
へ
の
市
の
見
解

は
。

答　
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

土山　重樹
（自由民主党）

武田　朋久
（公明党）

亀井　　淳
（日本共産党）

中道　　茂
（自由民主党）

五味　聖二
（緑風クラブ）

松本　京子
（公明党）
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住
民
検
討
に
値
す
る
市
営
新
橋
住

宅
転
居
案
を
生
み
出
す
検
討
委
の

設
置
に
つ
い
て

問　

丸
ご
と
・
最
低
で
も
棟
ご
と
に
、

互
い
に
近
い
利
便
性
の
高
い
区
域
に
、

現
状
家
賃
維
持
で
、
と
い
う
住
民
の
会

要
求
を
満
た
し
て
転
居
同
意
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
公
開
的
に
・
公

民
協
働
で
・
斬
新
な
手
法
や
住
民
支
援

措
置
を
採
る
柔
軟
性
を
持
っ
て
「
新
橋

住
宅
住
民
転
居
の
条
件
を
整
備
提
言
す

る
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
検
討
し

て
い
く
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
？

答　
そ
の
と
お
り
だ
と
考
え
る
。

問　

住
民
検
討
に
値
す
る
転
居
先
条
件

を
出
す
だ
け
で
も
２
年
前
後
は
か
か
る

か
ら
、
検
討
委
の
設
置
稼
働
へ
の
準
備

を
早
々
に
始
め
る
べ
き
で
な
い
か
？

答　
早
期
の
検
討
委
設
置
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
く
。

問　

住
民
の
会
の
同
意
が
な
け
れ
ば
解

体
撤
去
に
全
く
着
手
で
き
な
い
こ
と
を

関
係
各
方
面
に
説
明
し
て
理
解
し
て
も

ら
う
し
か
な
い
は
ず
だ
が
、
ど
う
か
？

答　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
移
転
方
針

の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
な
い
う
ち
に
、

門
真
プ
ラ
ザ
全
体
の
事
業
方
針
を
計
画

す
る
こ
と
は
、
市
営
住
宅
入
居
者
の
反

発
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
他

の
区
分
所
有
者
の
課
題
も
あ
わ
せ
て
、

慎
重
に
取
り
組
む
。
入
居
者

に
は
、
引
き
続
き
、
住
民
の

会
を
窓
口
と
し
て
対
応
し
て

い
く
。

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

問　

小
・
中
学
校
で
消
耗
品
費
が
不
足

し
て
い
る
と
聞
く
が
、
教
育
委
員
会
が

各
学
校
に
配
当
す
る
予
算
の
算
定
基
準

と
前
年
度
比
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

答　
学
校
配
当
予
算
は
、
各
学
校
と
の

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
予
算
編
成

を
行
い
、
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
、
ク

ラ
ス
数
等
を
基
準
に
予
算
配
当
を
行
っ

て
い
る
。
26
年
度
の
消
耗
品
費
予
算
額

は
、
小
学
校
平
均
１
５
４
万
円
、
中
学

校
平
均
２
７
７
万
円
で
、
27
年
度
は
、

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
小

学
校
平
均
12
万
９
０
０
０
円
、
中
学
校

平
均
28
万
３
０
０
０
円
の
減
と
な
っ
た
。

問　

年
度
途
中
に
予
算
が
不
足
す
る
場

合
は
、
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　
各
学
校
に
お
い
て
、
年
次
計
画
を

策
定
し
予
算
を
執
行
し
て
い
る
た
め
不

足
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
不
足
し
た
場

合
は
、
教
育
総
務
課
と
各
学
校
間
で
調

整
し
、
確
保
し
て
い
る
。

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

問　

貧
困
世
帯
が
増
え
て
い
る
中
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
が
求
め
ら
れ
る
が
、

本
市
の
現
状
と
、
負
担
軽
減
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
る
。

答　
保
護
者
負
担
い
わ
ゆ
る
学
校
徴
収

金
は
、
年
額
平
均
で
小
学
校
13
万
１
６

６
７
円
、中
学
校
15
万
１
５
５
７
円（
各

学
校
、
学
年
に
よ
り
異
な
る
）
で
、
保

護
者
の
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

今
後
と
も
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

今
後
の
人
口
減
少
問
題
に
係
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

園
部
市
長
の
市
政
運
営
の
も
と
、

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

と
効
果
は
。

答　
17
年
に
門
真
市
行
財
政
改
革
大
綱

と
門
真
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策

定
し
、
職
員
数
削
減
や
職
員
給
与
減
額

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
市
税
や
国
保
料

の
収
納
率
向
上
や
、
ご
み
収
集
等
の
民

間
委
託
化
等
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
19

年
に
門
真
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策

定
し
、
全
会
計
を
通
じ
た
財
政
の
健
全

化
と
基
金
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
を
掲

げ
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
約
１
５
０
項
目
の
行
財
政
改
革

を
断
行
し
、
３
０
０
億
円
を
超
え
る
効

果
を
生
み
出
し
、
新
た
な
施
策
へ
の
投

資
も
可
能
な
財
政
状
況
に
転
換
し
た
。

問　

今
後
の
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る

市
の
取
り
組
み
の
方
向
性
は
。

答　
28
年
度
予
算
編
成
方
針
の
実
施
計

画
策
定
方
針
で
は
、
人
口
減
少
社
会
に

対
応
し
た
持
続
可
能
な
自
律
発
展
都
市

の
形
成
に
向
け
て
、
門
真
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

定
住
の
促
進
を
意
識
し
た
内
容
と
し
た
。

読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
や
親
子
が
集
え
る
図
書
館

づ
く
り
を
提
案
す
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
建
設
予
定
の
新
生
涯
学
習
複
合
施

設
内
の
図
書
館
で
、
企
画
を
検
討
す
る
。

無
料
低
額
診
療
事
業
に
つ
い
て

問　

同
事
業
の
適
用
範
囲
を
院
外
調
剤

に
も
拡
充
し
、
薬
代
を
助
成
す
る
措
置

実
施
へ
の
市
の
見
解
は
。

答　
適
用
範
囲
の
拡
充
は
国
の
課
題
で

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
既
存
の
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
や
生
活
保
護
制
度

の
活
用
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
市
独
自

の
助
成
制
度
創
設
は
困
難
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て

問　

本
市
の
学
校
教
育
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
方
針
と
、
そ
れ
に
基

づ
く
現
状
の
取
り
組
み
は
。

答　
門
真
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
力

向
上
方
策
と
、
情
報
化
社
会
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
情
報
モ
ラ
ル
育
成
を
二

つ
の
柱
と
し
て
、
情
報
機
器
環
境
の
整

備
・
充
実
や
、
教
職
員
研
修
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度
は
大
阪
府

警
本
部
と
摂
南
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
学
生
た
ち
が
作
成
し
た
教
育
コ
ン

テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
学
生
が
講
師
と
な

っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
小

学
校
も
あ

り
、
大
学

等
と
の
連

携
も
有
効

な
取
り
組

み
と
認
識

し
て
い
る
。

防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

問　

防
災
訓
練
は
、
市
民
の
防
災
意
識

の
向
上
の
た
め
に
重
要
で
、
視
察
に
行

っ
た
他
市
で
は
、
総
合
的
な
防
災
訓
練

の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力
が
大

き
く
向
上
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
防
災

訓
練
へ
の
市
の
見
解
は
。

答　
防
災
関
係
機
関
が
一
同
に
集
う
訓

練
を
、
地
域
防
災
計
画
案
で
総
合
防
災

訓
練
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
、
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
地
域
防
災
訓
練

の
ほ
か
、
組
織
動
員
訓
練
、
通
信
連
絡

訓
練
等
の
各
機
関
と
の
連
携
を
深
め
る

た
め
の
訓
練
も
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
実
施
を
通
じ
、
市
民
の
防
災
意

識
向
上
と
災
害
時
の
防
災
体
制
に
万
全

を
期
し
て
い
く
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を

見
る
と
、
本
当
に
こ
れ
で
市
民
の
意
見

を
聞
い
た
と
言
え
る
の
か
と
疑
問
に
思

う
こ
と
が
あ
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
実
施
の
際
に
工
夫
し
て
い
る
点
は
。

ま
た
、
今
後
の
方
針
は
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
公
式
ツ
ィ

ッ
タ
ー
及
び
市
広
報
紙
へ
の
掲
載
に
加

え
、
計
画
等
案
の
担
当
課
、
情
報
コ
ー

ナ
ー
及
び
市
内
の
公
共
施
設
に
意
見
箱

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
、

計
画
等
案
だ
け
で
は
な
く
、
概
要
や
参

考
資
料
の
公
表
に
努
め
て
お
り
、
今
後
、

周
知
方
法
や
効
果
的
な
手
法
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推
奨
事
業

の
推
移
に
つ
い
て

問　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財

政
状
況
は
、
18
年
度
と
19
年
度
の
決
算

の
累
積
赤
字
額
が
58
億
円
を
超
え
て
い

た
が
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推
奨
事
業
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
及
び
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
の
結
果
、
26
年
度
決
算

の
累
積
赤
字
額
は
22
億
円
を
下
回
っ
て

い
る
。
中
で
も
、
同
医
薬
品
推
奨
事
業

は
、
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る

が
、
同
医
薬
品
の
使
用
割
合
は
。

答　
24
年
度
26
・
６
％
、
25
年
度
29
・

４
％
、
26
年
度
34
％
で
、
年
々
上
昇
し

て
い
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

問　

国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険

事
業
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。
本
市
で
は
健
康
増

進
計
画
を
策
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
新

潟
県
見
附
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
健
康
運
動
教
室
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

23
年
度
の
介
護
認
定
率
が
15
・
69
％
と

全
国
平
均
の
17
・
２
％
よ
り
低
く
な
り
、

医
療
費
抑
制
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
具
体
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
、
見
附
市
を
初
め
、
他
の
先

進
市
町
村
の
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い

く
。

戸田　久和
（無所属）

豊北　裕子
（日本共産党）

池田　治子
（自由民主党）

堀尾　晴真
（日本共産党）

大倉　基文
（緑風クラブ）

森　　博孝
（無所属）
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■市政に対する一般質問の要旨（通告順）
吉水　丈晴（緑風クラブ）
１　トポス跡地問題について
　⑴　平成20年３月の幸福町・中町まちづくり基本構想と平成21年３

月の基本計画との相違点について
２　ルミエールホールのバリアフリー化について
　⑴　平成27年第１回定例会の質問に対してのその後の進捗状況につ

いて
内海　武寿（公明党）
１　新地方公会計について
　⑴　総務省の固定資産台帳システムなどの活用について
　⑵　固定資産台帳を基とした公共施設等総合管理計画の取り組みと

第５次総合計画と立地適正化計画の位置づけについて
　⑶　日々仕訳と月次試算表について
　⑷　特別交付税の活用について
　⑸　今後のスケジュールについて
２　第二京阪道路周辺整備について
　⑴　高架下利用について
　⑵　みどりの風促進区域の進捗状況について
　⑶　市街化調整区域について
　⑷　エスコートゾーンの敷設について
　⑸　環境対策と下水道整備について
福田　英彦（日本共産党）
１　子どもの安全確保について
　⑴　本市の現状の認識について
　⑵　通学路の安全確保策について
　⑶　５月に幸福町で発生した傷害・殺人未遂事件への対応について
　⑷　「一斉メール配信」など、学校の取り組みへの支援について
２　ひとり親家庭への支援について
　⑴　本市の現状と「ひとり親家庭等自立促進計画」策定の進捗状況

について
　⑵　寡婦（夫）控除のみなし適用など、非婚のひとり親家庭に対す

る支援について
五味　聖二（緑風クラブ）
１　ラグビーワールドカップ及び外国人観光客への対応について
　⑴　ラグビーワールドカップの日本での関心の高まりを受けて、６

月議会以降の本市の対応について
　⑵　東大阪市との連携について
　⑶　外国人観光客の増加に伴う本市の考えについて
２　クラブ活動のあり方と留学生の受け入れについて
　⑴　クラブ活動の取り組みと廃部について
　⑵　サークル的なクラブ活動の実施について
　⑶　海外からの留学生の受け入れについて
土山　重樹（自由民主党）
１　健康遊具の設置について
　⑴　公園などへの健康遊具の設置について
武田　朋久（公明党）
１　門真市におけるソーシャルワークの拡充について
　⑴　ＣＳＷ、ＳＳＷ、介護福祉士等の活用・運用等について
２　学校ＩＣＴ環境整備について
　⑴　学校ＩＣＴ環境の充実とネットワーク構築について
３　子どもの発達支援について
　⑴　児童専門会議の運用等について
４　門真市におけるリサイクルシステム構築について
　⑴　持ち去り禁止条例施行後のリサイクルシステムの今後の展望に

ついて
亀井　　淳（日本共産党）
１　防災対策について
　⑴　門真市洪水ハザードマップにおける、淀川の浸水想定区域図を

踏まえた、市役所・避難所の電源等の対策について
　⑵　政府が整備指針を示した「マンホールトイレ（非常時用トイレ）」

の整備について
　⑶　北島東地区土地区画整理事業区域内に建築が予定されている物

流施設を緊急避難地として活用することについて
２　防犯灯の維持・管理を自治会から市に移行することについて
　⑴　自治会員減少に伴い、各自治会が財政的に厳しくなっている現

状への認識について
　⑵　今後の防犯灯の維持・管理への考え方について
中道　　茂（自由民主党）
１　アルコールによる健康障害について
　⑴　アルコール健康障害対策基本法について
　⑵　アルコール依存症について
　⑶　断酒会について
２　商店街の活性化について
　⑴　商店街の空き店舗の現状について

　⑵　（仮称）商店街空き店舗支援センターについて
　⑶　商店街空き店舗対策について
３　幣原家の啓発継承について
　⑴　門真の偉人、幣原坦について
松本　京子（公明党）
１　読書環境の充実について
　⑴　読書通帳について
　⑵　ビブリオバトルについて
　⑶　その他の施策について
２　ネットのいじめについて
　⑴　ネットのいじめの現状と対策について
　⑵　今後の取り組みについて
　⑶　ネットいじめ防止プログラム等について
３　産後ケア事業について
森　　博孝（無所属）
１　国民健康保険事業の安定運用について
　⑴　医療費の現状について
　⑵　ジェネリック医薬品推奨事業の推移について
　⑶　健康寿命延伸の取り組みについて
大倉　基文（緑風クラブ）
１　門真市地域防災計画について
　⑴　災害予防対策について
　⑵　地震災害の想定について
　⑶　豪雨災害の想定について
　⑷　防災訓練について
２　本市が行うパブリックコメントについて
　⑴　ここ数年のパブリックコメントについて
　⑵　実施に当たっての工夫について
　⑶　プレビュー数について
　⑷　これからのあり方について
堀尾　晴真（日本共産党）
１　無料低額診療事業について
　⑴　平成26年度の制度利用の状況について
　⑵　制度の周知について
　⑶　無低診事業の拡充について
　⑷　適用範囲を院外調剤にも拡充することについて
２　ネットリテラシー教育について
　⑴　本市でのネットリテラシーの取り組みの現状について
　⑵　本市のネットリテラシー教育の考えについて
池田　治子（自由民主党）
１　今後の人口減少問題に係る本市の取り組みについて
　⑴　これまでの行財政改革の取り組み及び効果について
　⑵　今後の人口減少問題に係る本市の取り組みについて
２　「読書活動の推進」について
　⑴　教育委員会での取り組みについて
　⑵　子どもの読書習慣のための支援について
　⑶　図書館と学校図書館との連携について
　⑷　親子が集える図書館づくりについて
戸田　久和（無所属）
１　収益事業の必要性と実行体制などについて
　⑴　市が開拓すべき収益事業の必要条件などについて
　⑵　担当部署の指定や公募・コラボなどについて
２　生活保護不正の実情と報道印象や警察の対応実態について
　⑴　実は発生率が極めて低い「不正受給」の実情と市民が受ける印

象とのギャップや門真警察の対応実態などについて
　⑵　一部の不正受給者の市職員への脅迫威迫言動への対処について
３　国主導推奨事業への賢い選択眼を持つべきことについて
　⑴　「選択眼なき追随」の典型たるコンビニ証明書発行事業と住基

カード発行事業における膨大な経費投入浪費の実態について
４　違法建築解消の進展について
　⑴　市民プラザ向かいのジェイウェーブ社と福岩興業の違法建築物

の解消状況や違法再発した場合の厳正処断について
５　住民検討に値する市営新橋住宅転居案を生み出す検討委員会の設

置について
　⑴　現状では「住民が耳を傾ける気になる転居先の提示」ができな

いことが判明したことについて
　⑵　今後はそれを「新たに生み出す」発想で「検討委員会」を設置

して公開的に斬新な手法をとるほかないことについて
豊北　裕子（日本共産党）
１　学校教育環境の充実について
　⑴　学校の消耗品費について
　⑵　保護者負担の軽減等について
　⑶　社会教育活動における学校施設の貸し出し等について
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議案第83号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第84号 門真市税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第85号 門真市保育の必要性の認定に関する基準を定める
条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第86号 門真市国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第87号 門真市住民基本台帳カードの利用に関する条例の
廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

その他の
議　　案

議案第74号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第75号 市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第76号 寝屋川市道路線の区域外認定の承諾について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第77号 公共下水道東田第１管渠
きょ
築造工事⑵請負契約の一

部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第78号 公共下水道島頭第１管渠
きょ
築造工事請負契約の一部

変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第79号 門真市立市民公益活動支援センターの指定管理者
の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第80号 門真市立公民館、門真市立文化会館及び門真市立
門真市民プラザの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第81号 大阪広域水道企業団規約の一部変更に関する協議
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

議案第88号 平成27年度門真市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第89号 平成27年度門真市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第90号 平成27年度門真市公共下水道事業特別会計補正
予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第91号 平成27年度門真市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人事案件 議案第92号 副市長（川本雅弘　氏）の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

決算案件

議案第60号 平成26年度門真市水道事業剰余金の処分につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定第１号 平成26年度門真市歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ×認定

認定第２号 平成26年度門真市水道事業会計決算認定につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議員提出
議　　案

議 員 提 出
議案第８号 少人数学級の推進に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第９号 夜間中学の整備と拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第10号

マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等
自治体の負担軽減を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

委員会提出
議　　案

委員会提出
議案第１号

2025年問題に対して門真市として万全の体制を
構築することを求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。

第4回定例会で審議された案件と議決結果

11	・		  5	 大阪府市議会議長会総会
			   13	 大阪広域水道企業団議会定例会
	 16	～	17	 飯盛霊園組合議会管外行政調査
			   18	 大阪府後期高齢者医療広域連合議会定例会
			   19	 東部大阪治水対策促進議会協議会総会
	 24	～	25	 �治水事業促進全国大会・東部大阪治水対策促進議会協議

会中央陳情
			   25	 大阪府市議会議長会議員研修会
			   27	 河北市議会議長会
12	・		  1	 議会運営委員会
			   8	 議会運営委員会
				    本会議（第４回定例会開会）
			   9	 総務建設常任委員会
			   10	 民生常任委員会
			   11	 議会運営委員会

議 会 活 動 日 誌 （平成27年11月１日～平成28年1月31日）

			   14	 文教常任委員会
			   15	 民生常任委員会
				    議会運営委員会
			   17	 本会議
			   18	 本会議（第４回定例会閉会）
			   22	 くすのき広域連合議会定例会
			   24	 飯盛霊園組合議会定例会
			   25	 守口市門真市消防組合議会定例会
			   28	 仕事納め
1	・		  4	 仕事始め
	 13	～	14	 文教常任委員会管外行政調査
	 26	～	27	 東部大阪治水対策促進議会協議会他都市視察
	 27	～	28	 くすのき広域連合議会管外行政調査
	 28	～	29	 河北市議会議長会総会・管外行政調査


